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－ 本性丸出し、モンシロチョウ － 【第325回】

　5月某日。「お爺ちゃん、お願い。蝶々の卵か幼虫を採ってきて」
と孫のY君。小学3年生だ。授業の時、先生から「チョウの卵か
幼虫を探して、見つけた人は持ってくるように」と言われたから
だという。可愛い孫からの頼みだ。喜んで引き受けた。すぐに
モンシロチョウだと思った。この蝶なら簡単に採れるからだ。し
かし、多くの生徒が持ってくるだろう。これではY君が目立たな
い。他にいないか考えた。ギフチョウが浮かんだ。ちょうど今が
幼虫の時期だ。これだったら簡単に探せないので、誰も持って
こないだろ。間違いなく先生からほめられるだろう。Y君の喜ぶ
顔が目に浮かんだ。孫のこととなると、こうまで考えてしまう自
分。まさに孫馬鹿だと笑えてきた。しかし、ギフチョウは国や県
のレッドデータブックに指定されている昆虫である。採集を禁止
している場所もあるくらいだ。その貴重な蝶を小学生の教材に
する必要があるのだろうか。迷ったあげく、止めることにした。
では何がいるか。アゲハチョウとキアゲハが浮かんできた。特に、
アゲハチョウは数年前に近くのカラタチの葉に幼虫が何匹もいた
ので、写真撮影したことがある。早速、その場所へ出かけた。
ところがすぐに頓挫。カラタチが切られてなくなっていたのであ
る。最初からこれではと悪い予感がした。

×　　×　　×　　×
　アゲハチョウの幼虫はミカンの葉も食べるので、これを狙うこ
とにした。幸い、ミカンの木はあちこちでよく見かける。ところが、
ここでも壁に突き当たる。ミカンがあるのは人家の庭。無断で
入れないので、探すのは道路へ出ている枝に着いている葉だけ。
しかも、ほとんどが2m以上の高木。それでもあちこちのミカン
を必死に探した。やはり、採れなかった。自称「虫とり名人」の
自尊心に傷がついたようで悔しかった。これは、探したミカンに
はいなかったのだ。こんな屁理屈と言うか負け惜しみを自分自
身に言い聞かせた。とは言うものの、一方では高齢による視力
の低下。これが原因だとも思った。若い頃は視力、それも動体
視力が自慢。高い木の枝先に付いている小さなゾウムシを見つ
け、それを捕虫網で掬って採ったことが何回もある。それが今
は遠くのものは見えず、近くのものは老眼鏡をかけたり、はず
したりして探さなければならない。これが面倒くさい。そのうち
に諦めてしまう。今回もこのパターンで、早々にアゲハチョウは
諦めてキアゲハを探すことにした。

×　　×　　×　　×
　キアゲハの幼虫はニンジンの葉を食べる。そのニンジン畑は
私の住んでいる各務原市にたくさんある。県下でも有数の生産
地だからである。この幼虫だったら簡単に採れるだろうと思った。

ところが、これもそうではなかった。どのニンジン畑も広大で
きれいに除草され、周囲は金網やロープで囲ってある。ここへ
無断で入って、幼虫を探すのは気が引けた。ニンジン泥棒と思
われるからだ。それでも、Y君のためだと、無断侵入して探し
始めた。しかし、周囲が気になる。通る人は疑惑の目で見てい
るようで、集中して探すことができなかった。これでは駄目だ。
30分ほどで止めてしまった。この後、別の場所でもニンジン畑
を探した。しかし、どの畑も手入れが行き届いている。結局、
キアゲハも諦めてしまった。

×　　×　　×　　×
　あとはモンシロチョウだ。これは気が向かなかったが、仕方
なしにこれを探すことにした。これはキャベツを探せば簡単に
採れるはずだ。ところがキャベ
ツもニンジン畑と同じように手
入れされ、周囲は柵。これも駄
目だと、諦めかけた。ところが
柵の外から手の届くところに葉
が開いている大きなキャベツが
あった。それに目を近づけた。
胸が熱くなった。大きな幼虫が
1匹いたのである。「おった！」。
こうなると虫採り本性丸出し。後のことは考えず、柵を越えて
無断侵入。必死になって幼虫を探した。あっという間に10匹採
れた。嬉しかった。これでY君との約束が果たせたと気が楽になっ
た。考えれば長い虫採り人生で、モンシロチョウを採って大喜
びするのは初めてであった。そんな自分に思わず笑えてきた。
翌日、Y君はこの幼虫を持って学校へ行った。ところがその日に
持ち帰ってきた。意外だった。学校で飼育して観察するものと
思っていたからである。Y君の話しでは、蝶を持ってきたのは3
人ですべてモンシロチョウだった。先生はそれを生徒に見せて
「これがモンシロチョウの幼虫です」と説明しただけだという。
私は愕然とした。ギフチョウを探さなくてよかったと思った。同
時に、マニアしか解らないような幼虫を持たせたら、どのよう
な説明をされたのか。こんな意地悪なことも思った。そのモン
シロチョウの幼虫はY君が家で飼育し始めた。キャベツを毎日与
え、絵を描いたりしている。数日後「お爺ちゃん、6匹蛹になっ
たよ」と知らせに来た。嬉しそうだった。そして「蝶にはいつ
なるの」。「10日くらい後かな」。Y君と話していると、なぜか心
がなごんでくる。

▲キャベツを食べている幼虫

活かす知恵

と を森林 人

68

●詳しい内容を知りたい方は　TEL（0575）35ｰ2525  県立森林文化アカデミー まで

ハ
イ
シ
ー
ト
か
ら
見
え
る

ド
イ
ツ
の
狩
猟
事
情

岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　教
授
●
伊
佐
治 

彰
祥

●
ハ
イ
シ
ー
ト
は
、
日
本
で
使
え
る
か
？

　

ハ
イ
シ
ー
ト
は
、
ド
イ
ツ
の
狩
猟
環
境
を
背
景
に
発
達

し
た
も
の
だ
け
に
、
日
本
の
一
般
的
な
狩
猟
シ
ー
ン
に
そ

の
ま
ま
当
て
は
め
る
の
は
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
植
林
地
の
シ
カ
害
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
事
業

体
さ
ん
に
よ
る
、
自
力
の
被
害
対
策
や
ハ
ン
タ
ー
を
奥
山

の
事
業
地
に
招
き
入
れ
る
た
め
の
環
境
整
備
等
に
も
活
用

で
き
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
日
本
の

猟
区
に
も
設
置
さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
狩
猟
以
外
で

は
、
野
生
動
物
の
観
察
台
や
遊
泳
場
の
監
視
台
と
し
て
、

ま
た
、
制
作
自
体
を
環
境
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
す
る
な
ど
、

「
ド
イ
ツ
の
ハ
イ
シ
ー
ト
」と
冠
を
付
け
る
こ
と
で
、
思
わ

ぬ
使
い
道
も
生
ま
れ
そ
う
で
す
。
ち
な
み
に
、ア
カ
デ
ミ
ー

で
作
っ
た
ハ
イ
シ
ー
ト
は
、
森
の
よ
う
ち
え
ん
の
遊
具
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ハ
イ
シ
ー
ト
、気
に
な
る
方
は
、是
非
ア
カ
デ
ミ
ー

に
お
越
し
の
際
、
実
物
を
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

る
ケ
ー
ス
は
少
な
く
、
ま
た
、
通
常
の
狩
猟
で
は
、
他
人

の
土
地
に
立
ち
入
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
ハ
イ
シ
ー
ト
の

よ
う
な
施
設
の
設
置
や
、
狩
猟
目
的
の
環
境
整
備
は
一
般

的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
を
魚
釣
り
に
例
え
れ
ば
、
ハ
イ
シ
ー
ト
を
使
う
ド

イ
ツ
の
狩
猟
は
、
施
設
が
整
っ
た
管
理
釣
り
場
の
釣
り
、

日
本
の
狩
猟
は
、
自
然
河
川
で
の
釣
り
と
い
っ
た
感
じ
に

な
る
の
で
し
ょ
う
。

●
ハ
イ
シ
ー
ト
で
の
狩
猟
と
は
？

　

と
こ
ろ
で
、
ハ
イ
シ
ー
ト
を
使
っ
た
狩
猟
と
は
ど
の
よ

う
な
も
の
な
の
で
し
ょ
う
？
ア
カ
デ
ミ
ー
が
交
流
す
る

ロ
ッ
テ
ン
ブ
ル
グ
林
業
大
学
の
先
生
に
話
を
伺
う
と
、「
獲

物
が
動
き
始
め
る
夜
明
け
前
に
、
足
音
を
忍
ば
せ
こ
っ
そ

り
と
ハ
イ
シ
ー
ト
に
入
り
、
寒
さ
に
震
え
な
が
ら
息
を
ひ

そ
め
て
待
機
す
る
。
や
が
て
夜
が
明
け
、
獲
物
が
寄
せ
餌

に
誘
わ
れ
出
て
き
た
り
、
巻
き
狩
り
の
場
合
は
、
勢
子
に

追
わ
れ
逃
げ
て
き
た
と
こ
ろ
を
見
逃
さ
ず
射
撃
す
る
。」の

だ
そ
う
で
す
。

　

猟
の
前
に
は
、
射
撃
の
射
界
を
妨
げ
る
樹
木
の
除
伐
や

剪
定
、
寄
せ
餌
の
設
置
な
ど
事
前
の
準
備
が
欠
か
せ
ず
、

時
に
は
ハ
イ
シ
ー
ト
へ
移
動
す
る
時
の
足
音
を
抑
え
る
た

め
通
路
の
落
葉
を
掻
く
こ
と
も
あ
る
の
だ
と
か
。
こ
う
し

た
仕
事
は
、
ま
だ
狩
猟
免
許
を
持
っ
て
い
な
い
新
入
生
の

仕
事
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
ロ
ッ
テ
ン
ブ
ル
グ
林
業
大
学
演
習
林
の
よ
う
に

多
数
の
ハ
イ
シ
ー
ト
が
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
風
向

き
、
寄
せ
餌
の
食
べ
ら
れ
方
、
過
去
の
捕
獲
傾
向
等
か
ら

獲
物
の
動
き
を
予
想
し
、
自
分
が
入
る
ハ
イ
シ
ー
ト
を
選

ぶ
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
で
、
こ
の
判
断
の
良
し
悪
し
が

●
ハ
イ
シ
ー
ト
っ
て
な
に
？

　

こ
こ
で
言
う
ハ
イ
シ
ー
ト
と
は
、
直
訳
す
る
と
高
い
座

席
、
猟
場
で
獲
物
を
待
ち
伏
せ
す
る
た
め
の
狩
猟
台
の
こ

と
で
す
。
こ
の
ハ
イ
シ
ー
ト
、
ド
イ
ツ
の
狩
猟
シ
ー
ン
に

必
ず
登
場
す
る
と
い
っ
て
よ
く
、
ド
イ
ツ
で
は
郊
外
の
耕

地
や
森
林
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
見
か
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
テ
ニ
ス
の
審
判
台
の
よ
う
な
小
さ
な
も
の
か
ら
、
高

さ
が
５
ｍ
を
超
す
櫓
に
物
置
を
載
せ
た
よ
う
な
大
が
か
り

な
も
の
ま
で
、
様
々
な
ハ
イ
シ
ー
ト
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ド
イ
ツ
で
は
、
国
土
の
約
９
割
に
猟
区
が
設
定
さ
れ
て

お
り
、
猟
区
の
狩
猟
権
を
持
つ
者
が
猟
場
を
占
有
し
て
狩

猟
す
る
こ
と
が
で
き
る
そ
う
で
す
。
そ
の
よ
う
な
状
況
が

あ
る
た
め
、
猟
区
の
狩
猟
権
者
は
、
自
分
た
ち
の
狩
猟
が

し
や
す
い
よ
う
に
猟
場
の
整
備
を
行
う
こ
と
も
で
き
、
ハ

イ
シ
ー
ト
の
設
置
も
そ
の
一
つ
と
い
う
わ
け
で
す
。

　

日
本
に
も
猟
区
は
有
り
ま
す
が
、
制
度
が
異
な
り
、
そ

の
数
も
全
国
で
十
数
カ
所
と
わ
ず
か
で
、
猟
場
を
占
有
す

猟
果
に
大
き
く
影
響
す
る
よ
う
で
す
。

　

そ
こ
ま
で
準
備
し
て
狩
猟
に
臨
む
の
な
ら
、
よ
ほ
ど
獲

物
と
の
出
会
い
が
あ
る
の
か
と
思
い
き
や
、
さ
に
あ
ら
ず
、

演
習
林
で
の
猟
で
は
、
５
回
の
出
猟
で
、
せ
い
ぜ
い
チ
ャ

ン
ス
が
１
回
あ
る
程
度
と
の
こ
と
。
寒
中
、
長
時
間
待
っ

た
あ
げ
く
、
待
ち
ぼ
う
け
と
な
っ
た
り
、
身
じ
ろ
ぎ
の
音

ひ
と
つ
で
気
付
か
れ
て
逃
げ
ら
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い

そ
う
で
す
。
狩
猟
の
盛
ん
な
ド
イ
ツ
だ
け
に
獲
物
の
警
戒

心
も
強
い
の
で
し
ょ
う
。
な
か
な
か
の
忍
耐
力
を
必
要
と

す
る
猟
法
の
よ
う
で
す
。

●
ハ
イ
シ
ー
ト
を
作
っ
て
み
た

　

昨
年
十
一
月
、
日
独
林
業
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
合
わ
せ
、

学
生
達
と
ハ
イ
シ
ー
ト
を
作
っ
て
み
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
参
考
に
し
た
の
は
、
ド
イ
ツ
で
市
販
さ
れ
て
い

る
ハ
イ
シ
ー
ト
作
り
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
本
で
す
。
こ
の
本
で

は
、
ハ
イ
シ
ー
ト
の
タ
イ
プ
ご
と
に
、
材
料
寸
法
や
組
み

立
て
方
、
木
材
腐
朽
対
策
な
ど
実
に
事
細
か
に
解
説
さ
れ

て
い
ま
す
。
ハ
イ
シ
ー
ト
の
た
め
だ
け
に
こ
れ
だ
け
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
本
が
あ
る
こ
と
に
驚
き
ま
す
が
、過
去
に
、誤
っ

た
作
り
方
や
管
理
不
足
が
原
因
で
、
倒
壊
事
故
が
多
発
し
、

こ
う
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
本
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と

の
こ
と
で
す
。

　

今
回
使
っ
た
材
料
は
、
演
習
林
産
ヒ
ノ
キ
・
ス
ギ
か
ら

製
材
し
た
角
・
板
材
と
コ
ー
チ
ボ
ル
ト
、
ネ
ジ
釘
、
ポ
リ

カ
波
板
な
ど
。
工
期
は
延
べ
３
日
、
人
員
は
、
建
て
起
こ

し
の
時
以
外
は
、
２
人
い
れ
ば
十
分
で
す
。
作
業
は
特
に

問
題
な
く
進
み
、
出
来
栄
え
も
満
足
で
き
る
も
の
に
な
り

ま
し
た
。
床
面
の
高
さ
は
わ
ず
か
２
ｍ
程
で
す
が
、
ハ
イ

シ
ー
ト
か
ら
の
眺
め
は
、
な
か
な
か
の
も
の
で
す
。

ロッテンブルグ林業大学の演習林に設置されたハ
イシート。演習林には７１基のハイシートが設置さ
れ、捕獲効率や使用状況等のデーターがＧＩＳを使
い管理集積されている。

ウッドデッキを型紙に使い、採材、組み立てをして
いきます。工具は、電動ドリル、丸鋸、一部にチェ
ンソーを使用しました。後ろに見えるのは、1/3 ス
ケールの模型。

組み立てが終わったところで、設置場所に移動し、
建て起こします。この時ばかりは、人手が必要。
屋根や梯子は、後からボルトで取り付けます。
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